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１月15日(木)、小松小学校で小松小児童64人と地元の高齢者
クラブの方々65人によるワーホイ集会が行われました。
ワーホイは、正月飾りや願い事を書いた書初めなどをくべて
焚き上げ、一年の無病息災を祈る小正月の伝統行事です。
児童たちは、始めに高齢者の方と一緒に、竹馬やベーゴマな
どの昔遊びを楽しみ、その後ワーホイに火が点けられると、
燃え盛り立ち上る炎を前に、願い事を祈りました。最後に地
元産の野菜などを持ち寄って作った「小松汁」をみんなで味
わい、地域の方との交流を深めました。
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二
十
歳
の
門
出
を
祝
う

城
里
町
成
人
式

１
月
11
日

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
城
里
に
お
い
て
、
成
人
式

典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の

新
成
人
は
３
１
０
人
。
新
成
人
で

構
成
す
る
実
行
委
員
会
で
企
画
・

運
営
し
、
当
日
は
２
４
８
人
の
新

成
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
金
長
町
長
が
「
生

ま
れ
育
っ
た
郷
土
で
あ
る
、
城
里

町
に
誇
り
を
持
ち
、
若
者
の
柔
軟

な
発
想
と
知
恵
に
よ
り
、
ま
ち
づ

く
り
、
地
域
づ
く
り
に
積
極
的
に

参
画
し
て
い
っ
て
欲
し
い
。」
と

激
励
の
言
葉
を
送
る
と
、
新
成
人
を
代
表
し
て

実
行
委
員
の
川
崎
護
さ
ん
が
「
成
人
者
と
し
て

の
自
覚
や
責
任
を
認
識
し
、
何
が
で
き
る
の
か
、

一
人
一
人
が
考
え
、
努
力
し
、
成
長
し
続
け
て

い
き
た
い
。」
と
、
力
強
く
決
意
を
述
べ
ま
し

た
。
成
人
者
か
ら
、
出
身
中
学
校
の
後
輩
た
ち

の
役
に
立

て
て
も
ら

う
よ
う
に

と
、
記
念

品
と
し
て

デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
等

が
贈
呈
さ

れ

ま

し

た
。

～はたちのひとこと～
■周りに気をくばれる大人になりたいです。
■お世話になったすべての人に感謝して、素
敵な大人になります!!

■脱・モラトリアム
■自分にとって大切な人に頼りにされるよう
な人になる。一期一会に感謝していきたい。

■何かをする時に、誰かに頼るのではなく、
まず自らチャレンジする。

■限りある時間の中、１日の大切さを噛み締
め、日々成長していきたいと思います。

■自分を信じて、自分の道を生きて行きます。
■小さい頃からの夢を叶えたいです。
■“努力の分だけ花が咲く”
■20年間育ててくれた両親に感謝の気持ちで
いっぱいです。これからは、自分が両親を
支えていけるよう頑張りたい。

常北地区

桂地区

七会地区
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町
の
発
展
を
願
っ
て

新
春
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

平
成
21
年
の
新
春
を
祝
う
城
里
町
新
春
賀
詞
交

歓
会
が
、
１
月
７
日

、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
城
里
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
全
員
で
町
民
憲
章
を
唱
和
し
、
発
起
人

を
代
表
し
て
金
長
町
長
の
年
頭
あ
い
さ
つ
、
鯉
渕

議
会
議
長
、
石
川
県
議
会

議
員
の
新
年
の
あ
い
さ
つ

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

乾
杯
の
後
は
歓
談
が
進

み
、
そ
れ
ぞ
れ
新
年
の
抱

負
や
新
し
い
年
へ
の
意
気

込
み
な
ど
を
語
り
親
睦
を

深
め
、
町
の
発
展
を
祈
念

し
ま
し
た
。

町
営
住
宅
暴
力
団
排
除
協
定

が
締
結
さ
れ
ま
し
た

公
営
住
宅
か
ら
暴
力
団
員
を
排
除
す
る
た
め

「
町
営
住
宅
暴
力
団
排
除
協
定
」
が
締
結
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
協
定
に
よ
り
、
今
後
町
で
は
、
町
営
住
宅

の
入
居
者
や
申
込
者
が

暴
力
団
関
係
者
か
ど
う

か
の
情
報
交
換
や
、
暴

力
団
員
の
不
法
行
為
に

対
す
る
必
要
な
支
援
な

ど
を
笠
間
警
察
署
か
ら

仰
ぎ
、
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

法
務
大
臣
感
謝
状
を
受
賞
　

鶴
田
力
さ
ん

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
長

年
活
躍
し
た
功
績
に
よ
り
、

こ
の
度
、
鶴
田
力
さ
ん
（
塩

子
）
に
、
法
務
大
臣
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
鶴
田

さ
ん
は
、
平
成
８
年
８
月
１

日
か
ら
昨
年
12
月
31
日
に
退

任
す
る
ま
で
４
期
、
12
年
間
に
わ
た
り
、
地
域
に
お
け
る
人

権
擁
護
及
び
啓
発
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
１
月
１
日
付
け
で
、
阿
久
津
紘
さ
ん
（
小
勝
、
再

任
）、
盛
田
守
さ
ん
（
徳
蔵
、
新
任
）
が
人
権
擁
護
委
員
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
の
任
期
は
３
年
で
す
。

年
末
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

12
月
19
日

、
エ
コ
ス
城
里
店
に
お

い
て
年
末
防
犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

笠
間
警
察
署
や
町
の
防
犯
連
絡
員
が

参
加
し
、
買
い
物
帰
り
の
方
な
ど
に
チ

ラ
シ
や
啓
発
品
を
配
布
し
、
防
犯
対
策

を
よ
び
か
け
ま
し
た
。

コ
ミ
セ
ン
　
ク
リ
ス
マ
ス
読
み
聞
か
せ
会

12
月
23
日(

火
・
祝)

、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
城
里
図

書
室
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
あ
す
な
ろ
」
に
よ
る
ク
リ
ス

マ
ス
読
み
聞
か
せ
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
ク
リ

ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
か
み
し
ば
い
を
見

た
り
、
歌
を
歌
う
な
ど
し
て
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
あ
す

な
ろ
」
サ
ン
タ
か
ら
子
ど
も
た
ち
一
人

ひ
と
り
に
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
と

ツ
リ
ー
が
配
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
感

激
し
た
様
子
で
し
た
。

石
塚
ビ
ッ
ク
ス
　
駅
伝
競
走
大
会
で
健
闘

12
月
６
日

、
笠
松
運
動
公
園
で
第

25
回
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
ポ
ー

ツ
大
会
駅
伝
競
走
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
大
会
に
は
県
内
各
地
か
ら
77
チ
ー

ム
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
参
加
し
、
町

内
か
ら
参
加
し
た
石
塚
ビ
ッ
ク
ス
野
球

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
５
位
に
入
賞
し
健

闘
し
ま
し
た
。

き
ら
き
ら
ぱ
ぁ
く

「
ク
リ
ス
マ
ス
料
理
教
室
」

育
児
中
の
母
親
た
ち
で
活
動
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
「
き
ら

き
ら
ぱ
ぁ
く
」
が
、
12
月
３
日

、
常
北
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
ク
リ
ス
マ
ス
料
理
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

「
き
ら
き
ら
ぱ
ぁ
く
」
は
、
育
児
中
の
お
母
さ
ん
た
ち
の

交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
料
理
教
室
や
ク
ラ
フ
ト
作

成
・
芋
ほ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
、
活
動
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

今
回
の
ク
リ
ス
マ
ス
料
理
教
室
で

は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
シ
ェ
フ
を
講
師
に

迎
え
、
お
し
ゃ
れ
な
ク
リ
ス
マ
ス
メ
ニ

ュ
ー
を
作
り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方

は
、
調
理
が
終
わ
る
と
、
互
い
の
育
児

の
こ
と
な
ど
を
話
し
な
が
ら
会
食
し
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

金長町長と小山文昭笠間警察署長
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町
内
各
公
民
館
講
座
及
び
公
民

館
講
座
終
了
後
の
自
主
活
動
団
体

に
よ
る
合
同
ス
テ
ー
ジ
発
表
会
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

日
　
時

２
月
22
日

午
前
９

時
30
分
〜
午
後
１
時

場
　
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
城
里

内
　
容

歌
・
踊
り
・
楽
器
演
奏

な
ど

入
場
料

無
料

①
外
地
か
ら
の
引
揚
者
、
②
恩

給
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
旧
軍
人

の
方
（
恩
給
欠
格
者
）、
③
シ
ベ

リ
ア
な
ど
で
強
制
抑
留
さ
れ
た
方

（
戦
後
強
制
抑
留
者
）本
人
に
、「
特

別
慰
労
品
」
を
贈
呈
し
て
い
ま
す

（
遺
族
の
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
）。「
引
揚
者
」
は
、
終
戦
の
日

ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
外
地
で

生
活
し
て
い
て
戦
後
引
き
揚
げ
て

き
た
家
族
全
員
が
対
象
で
す
。

未
請
求
の
方
は
、
早
急
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
請
求
書
類
は
、

健
康
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

請
求
期
限

平
成
21
年
３
月
31
日

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
城
里

で
は
、
次
の
期
間
、
図
書
整
理
の

た
め
図
書
室
の
み
休
館
と
な
り
ま

す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

期
　
間

２
月
23
日

〜
28
日

３
月
31
日
で
「
特
別
慰
労
品
」

贈
呈
の
受
付
け
が
終
了
し
ま
す

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
城

里
図
書
室
休
館
の
お
知
ら
せ

電
気
設
備
点
検
に
よ
る
停
電
の

た
め
、
左
記
の
期
日
は
町
の
施
設

が
一
部
休
み
と
な
り
ま
す
。
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

期
　
日

２
月
28
日

町
民
課
／
通
常
行
っ
て
い
る
土

曜
午
前
中
窓
口
業
務
は
閉
庁
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
城
里
／

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
１
時

（
午
後
１
時
か
ら
開
館
し
ま
す
）

期
　
日

２
月
21
日

場
　
所

エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
ス
キ

ー
リ
ゾ
ー
ト
（
栃
木
県
）

対
　
象

町
内
在
住
・
在
勤
の
方

募
集
人
数

80
人
（
先
着
順
）

参
加
費

小
人（
小
学
生
以
下
）／

２
、
０
０
０
円
、
大
人
（
中
学

生
以
上
）
／
３
、
０
０
０
円

※
レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー
代
等
は
個
人

負
担
と
な
り
ま
す
。

公
図
の
修
正
作
業
に
伴
い
、
下

記
の
期
間
、
役
場
税
務
課
で
の
公

図
交
付
業
務
を
一
時
休
止
し
ま

す
。
期
間
中
は
水
戸
地
方
法
務
局

で
交
付
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

期
　
間

２
月
15
日
〜
３
月
31
日

オ
ウ
ム
真
理
教
に
よ
る
犯
罪
行

為
に
よ
り
、
①
亡
く
な
ら
れ
た
方

の
ご
遺
族
、
②
障
害
が
残
っ
た
方

（
既
に
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
場
合
、

そ
の
ご
遺
族
）、
③
傷
病
を
負
っ

た
方
（
既
に
亡
く
な
ら
れ
て
い
る

場
合
、
そ
の
ご
遺
族
）
に
対
し
、

給
付
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
詳
し

く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

受
付
締
切

平
成
22
年
12
月
17
日

自
動
車
を
下
取
り
に
出
し
た
り

解
体
処
分
を
し
た
の
に
、
そ
の
自

動
車
の
納
税
通
知
書
が
届
い
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

時
点
の
登
録
名
義
人
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
自
動
車
を
他
人
に
譲
っ
た

り
、
使
用
を
や
め
た
と
き
に
は
、

必
ず
関
東
運
輸
局
茨
城
運
輸
支
局

で
登
録
抹
消
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
業
者
な
ど
に
手
続
き
を

依
頼
し
た
場
合
は
、
確
実
に
行
わ

れ
た
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
手

続
き
を
し
な
い
ま
ま
で
い
る
と
、

自
動
車
を
使
用
し
て
い
な
い
期
間

も
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
る
な
ど

ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

自
動
車
の
登
録
事
項
に
変
更
が

生
じ
た
と
き
も
、
早
め
に
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
自
動
車
税
の
納
期
限
は

毎
年
５
月
末
日
と
な
っ
て
い
ま

す
。
納
期
限
を
過
ぎ
て
も
未
納
の

ま
ま
で
い
る
と
、
滞
納
処
分
（
差

押
等
）
が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
納
付
忘
れ
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

公
民
館
合
同
ス
テ
ー
ジ
発
表
会

昨年度の発表会の様子

問
合
せ

常
北
公
民
館

０
２
９
―
２
８
８
―
５
５
７
５

桂
公
民
館

０
２
９
―
２
８
９
―
２
２
２
０

七
会
公
民
館

０
２
９
６
―
８
８
―
３
２
１
０

問
合
せ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
城
里

０
２
９
―
２
８
８
―
６
１
０
０

問
合
せ

町
民
課
（
内
線
１
１
２
）

０
２
９
―
２
８
８
―
３
１
１
１

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
城
里

０
２
９
―
２
８
８
―
６
１
０
０

申
込
先
・
問
合
せ

教
育
委
員
会
事
務
局

０
２
９
―
２
８
８
―
３
１
３
５

問
合
せ

（独）
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金

０
１
２
０
―
２
３

４
―
９
３
３
（
平
日
、
午
前
９

時
15
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

問
合
せ

税
務
課
（
内
線
１
２
１
）

０
２
９
―
２
８
８
―
３
１
１
１

水
戸
地
方
法
務
局

０
２
９
―
２
２
７
―
９
９
１
１

問
合
せ

県
警
察
本
部
警
務
部

警
務
課
犯
罪
被
害
者
支
援
室
　

０
２
９
―
３
０
１
―
０
１
１
０

問
合
せ

水
戸
県
税
事
務
所
　

０
２
９
―
２
２
１
―
６
７
６
８

関
東
運
輸
局
茨
城
運
輸
支
局

０
５
０
―
５
５
４
０
―
２
０
１
７

停
電
に
伴
う
窓
口
閉
庁
と

コ
ミ
セ
ン
休
館
に
つ
い
て

公
図
交
付
業
務
の
一
時

休
止
に
つ
い
て

自
動
車
の
登
録
抹
消
手
続
き

は
確
実
に
行
っ
て
く
だ
さ
い

オ
ウ
ム
真
理
教
に
よ
る
犯
罪
行
為

に
よ
り
被
害
を
受
け
た
方
・
ご
遺

族
に
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集
（
町
体
育
協
会
主
催
）



お
出
か
け
く
だ
さ
い
！

おお
出
か
け
く
だ
さ
い
！

乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
や
出
産

を
控
え
た
夫
婦
を
対
象
に
、
生
活

習
慣
病
予
防
等
を
テ
ー
マ
に
し
た

食
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま

す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
参
加
者
に
は
県
産
の
お
い
し
い

お
土
産
と
い
ば
ら
き
版
「
食
育

バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

日
　
時

３
月
７
日

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
　
所
　
県
立
健
康
プ
ラ
ザ

内
　
容

①
基
調
講
演
「
こ
れ
か

ら
の
子
育
て
と
食
育
」
常
磐
大

学
教
授

冨
田
教
代
氏

②
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
で
き

る
こ
と
か
ら
始
め
る
食
育
と

は
」

参
加
費

無
料

申
込
方
法

は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
「
食
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加

希
望
」
と
記
入
の
う
え
、
左
記

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切

２
月
20
日

日
　
時

３
月
22
日

①
午
前

10
時
〜
正
午
、
②
午
後
１
時
〜

３
時
45
分

場
　
所

水
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

内
　
容

①
公
開
講
座
Ⅰ
「
子
供

の
口
腔
ケ
ア
（
０
歳
〜
12
歳
）」

②
公
開
講
座
Ⅱ
　
五
感
を
育
て

る
食
育
の
提
案
（「
ゴ
マ
」
と

「
だ
し
」
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
）

参
加
費

無
料

申
込
期
間

２
月
23
日

〜
定
員

に
な
り
次
第
終
了

●
い
ば
ら
き
女
性
特
派
員

活
動
内
容

①
県
が
実
施
す
る
事

業
や
県
立
施
設
等
を
取
材
し
、

県
広
報
紙
「
ひ
ば
り
」
へ
掲
載

す
る
原
稿
を
作
成
（
特
集
記
事

２
回
、
コ
ラ
ム
２
回
）
②
意
見

交
換
会
等
の
会
議
へ
出
席

募
集
人
員

４
人

応
募
資
格

県
内
在
住
の
20
歳
以

上
の
女
性
で
公
務
員
や
議
会
の

議
員
で
な
い
方
。
取
材
先
の
要

望
す
る
日
時
（
主
に
平
日
）
に

応
じ
て
取
材
で
き
、
自
分
で
取

材
先
に
移
動
で
き
る
方

任
　
期

平
成
21
年
４
月
〜
22
年

３
月
ま
で
の
１
年
間

謝
　
礼

12
万
円
（
年
間
）

応
募
方
法

役
場
総
務
課
で
配
布

す
る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
応
募
の
理
由
と
地
域

の
話
題
の
作
文
（
各
４
０
０
字

程
度
）
を
添
付
し
て
郵
送
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル（k

oh
o3

@
p
ref.ib

arak
i.lg
.jp

）
で
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切

２
月
27
日

●
県
政
モ
ニ
タ
ー

活
動
内
容

①
県
政
に
つ
い
て
自

由
な
意
見
や
提
案
を
通
信
用
紙

や
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
提
出

②
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
協
力

③
モ
ニ
タ
ー
研
修
会
へ
の
参
加

募
集
人
員

50
人

応
募
資
格

県
内
在
住
の
20
歳
以

上
の
方
で
常
勤
の
公
務
員
や
議

会
の
議
員
で
な
い
方
。
国
・
市

町
村
の
モ
ニ
タ
ー
及
び
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ
ー
と
兼
務
に

な
ら
な
い
方
。
過
去
５
年
間
に

県
政
モ
ニ
タ
ー
を
経
験
し
て
い

な
い
方
。

任
　
期

平
成
21
年
委
嘱
の
日
〜

23
年
３
月
ま
で
の
２
年
間

謝
　
礼

な
し
（
会
議
等
出
席
の

交
通
費
相
当
額
は
県
で
負
担
）

応
募
方
法

役
場
総
務
課
で
配
布

す
る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル（koho2@

pref.ibarak
i.lg
.jp

）
ま
た
は
電
子
申
請
で

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切

２
月
27
日

※
応
募
用
紙
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

■
第
113
回
水
戸
の
梅
ま
つ
り

日
　
時

２
月
20
日

〜
３
月
31
日

場
　
所

偕
楽
園
、
弘
道
館

■
第
５
回
ク
ー
ル
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ル

国
際
音
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
in
か
さ
ま

世
界
最
高
峰
の
講
師
に
よ
る
ピ

ア
ノ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
レ
ッ
ス

ン
の
一
部
が
一
般
に
公
開
さ
れ
、

講
師
や
参
加
者
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
が
開
か
れ
ま
す
。

公
開
レ
ッ
ス
ン

開
催
期
間

３
月
21
日

〜
30
日

場
　
所

県
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

聴
講
料

１
回
１
、
０
０
０
円

（
１
日
券
・
回
数
券
・
通
し
券

等
あ
り
）

講
師
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
／
場
所
／
出
演
者
　

①
３
月
21
日

午
後
７
時
／
県

教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
／
パ
ス
カ

ル
・
ド
ゥ
ヴ
ァ
イ
ヨ
ン
（
ピ
ア

ノ
）

②
３
月
26
日

午
後
７

時
／
笠
間
公
民
館
／
ピ
ョ
ー
ト

ル
・
パ
レ
チ
ニ
（
ピ
ア
ノ
）

③
３
月
28
日

午
後
６
時
／
笠

間
公
民
館
／
ザ
ハ
ー
ル
・
ブ
ロ

ン
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

チ
ケ
ッ
ト
料
金
２
、
０
０
０
円
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問
合
せ

関
東
農
政
局
　
茨
城
農

政
事
務
所
（
〒
３
１
０
―
０
０
６

１
水
戸
市
北
見
町
１
―
９
）

０
２
９
―
２
２
１
―
２
１
８
５

０
２
９
―
２
２
１
―
２
９
４
３

問
合
せ

茨
城
県
歯
科
医
師
会

０
２
９
―
２
５
２
―
２
５
６
１

応
募
先
・
問
合
せ

県
広
報
広

聴
課
（
〒
３
１
０
―
８
５
５
５

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
―
６
）

０
２
９
―
３
０
１
―
２
１
６
８

●
い
ば
ら
き
女
性
特
派
員
の
こ
と

０
２
９
―
３
０
１
―
２
１
２
８

●
県
政
モ
ニ
タ
ー
の
こ
と

０
２
９
―
３
０
１
―
２
１
２
３

問
合
せ

笠
間
市
教
育
委
員
会

０
２
９
６
―
７
７
―
１
１
０
１
　

問
合
せ

水
戸
観
光
協
会

０
２
９
―
２
２
４
―
０
４
４
１

「
子
供
の
未
来
を
考
え
よ
う
！

食
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
９
」
開
催

「
第
17
回
茨
城
県
歯
科
医
学

会
公
開
講
座
」
の
お
知
ら
せ

「
い
ば
ら
き
女
性
特
派
員
」

「
県
政
モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
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平成21・22年度城里町入札参加資格審査申請の受付
平成21・22年度城里町入札参加資格審査申請の受付を下記のとおり行います。
平成21年度以降（有効期間：平成21年6月１日～平成23年５月31日）の入札に参加を希望される方は、

次のとおり必要書類を提出してください。
対象工種 ①役務の提供等　②物品の製造・販売等
申請資料の配布

申請受付期間 ３月２日（月）～６日（金） 午前９時～午後４時（ただし、正午から午後１時までを除く）
申請受付場所 役場第２庁舎１階会議室
※申請書類の提出は直接持参のみ受け付けることとします。
問合せ 企画財政課　管財グループ　 029－288－3111（内線243）

○特医療福祉制度が
改正されます

受給者の方の利便性を図るため、○特医
療福祉制度が現物給付方式に改正されま
す。平成21年４月診療分からは、医療機
関の窓口で○特自己負担額をお支払いいた
だくだけで受診できます。（県内に限る）
３月末日までに、新しい○特受給者証を

ご自宅へ送付します。４月以降、医療機
関を受診される際は、新しい○特受給者証
を窓口に提示してください。
対象者：小学生児童、所得制限により○福
乳幼児医療福祉制度非該当となられた方
○特自己負担額
外来：医療機関ごとに１日600円を限度

とし、月2回まで
入院：医療機関ごとに１日300円を限度

とし、月3,000円まで
※保険証が変更になった場合は○特受給者証
も変更となります。新しい保険証と印鑑
を持参のうえ、保険課または各支所の窓
口で変更の手続きを行ってください。

問合せ 保険課　

城里町高齢者福祉計画及び第４期
介護保険事業計画（案）に対する
意見（パブリックコメント）募集！！
高齢者が、住み慣れた地域で健康でいきいきと暮らせ

る社会を実現するために、町では高齢者福祉計画及び介
護保険事業計画を策定しています。この第３期計画が、
平成20年度で終了することを受け、平成21年度からの３
年間の第４期計画を策定する際の参考とするため、町民
の皆様から「城里町高齢者福祉計画及び第４期介護保険
事業計画（案）」に対する意見を募集します。
※計画の内容や応募方法の詳細については、閲覧場所に配
置してある資料または町ホームページをご覧ください。

閲覧場所 役場保険課（常北保健福祉センター）、役場
各支所、各公民館、桂図書館

意見提出方法 提出者の氏名（名称）、住所（所在）、案件
名を記入し、はがき（封書）・FAX・電子メールで送付
するか直接持参してください。（意見書の様式は問い
ません）

応募締切 ２月20日（金）
応募先・問合せ 保険課 介護保険グループ（〒311－4391
城里町石塚1428－25） 029－288－3111（内線372、373）
FAX 029-240-6466 □〉hoken@town.shirosato.lg.jp
□HPhttp://www.town.shirosato.ibaraki.jp/

請求方法 請 求 期 間 配布方法 備　　　　　考
２月２日 ～27日

来庁 （ただし、土日祝日を除く午前 用　　紙
９時から午後４時まで。）

ＨＰ ２月２日 ～３月6日 インターネット 町ホームページにアクセスしファイルをダウンロード
□HPhttp://www.town.shirosato.ibaraki.jp/
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ど
こ
よ
り
か
田
を
這
ふ
煙
冬
深
し

飯
　
田
　
勇
　
一

師
走
と
は
か
か
わ
り
も
な
く
鳶
翔
べ
り

山
　
崎
　
正
　
行

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
紅
白
衣
装
冬
う
ら
ら

竹
　
内
　
幸
　
子

鳥
の
声
間
近
に
聞
け
り
掘
炬
燵

飯
　
村
　
愛
　
子

に
ぎ
や
か
に
収
穫
終
へ
し
林
檎
の
樹

中
　
野
　
千
賀
子

ポ
ト
ス
の
葉
色
美
し
く
冬
座
敷

田
　
所
　
厚
　
子

ゆ
さ
ゆ
さ
と
揺
れ
て
光
れ
り
実
南
天

高
　
橋
　
芦
　
江

読
み
ふ
け
る
母
子
寒
灯
一
つ
づ
つ

仲
　
田
　
ま
ち
ゑ

お
で
ん
煮
て
一
人
の
夜
の
迷
ひ
箸

森
　
　
　
静
　
江

庭
先
に
太
き
日
矢
降
り
寒
雀

鯉
　
渕
　
寿
美
恵

紅
椿
咲
き
し
数
だ
け
散
り
敷
け
り

飯
　
村
　
昭
　
子

棟
梁
の
鑿の

み

の
ひ
と
振
り
梅
日
和

い
そ
べ
　
き
　
よ

群
な
し
て
芒
ゆ
ら
ゆ
ら
寒
雀

菊
　
川
　
け
　
さ

回
復
の
兆
し
の
あ
り
て
初
松し

ょ
う

籟ら
い

今
　
瀬
　
多
代
美

寒
桜
子
ど
も
の
声
の
よ
く
響
き

瀬
　
谷
　
博
　
子

会
員
の
作
読
む
幹
事
初
句
会

岩
　
下
　
金
　
司

霜
枯
れ
や
路
傍
薬
師
に
小
石
添
え

田
　
口
　
勝
　
元

霜
柱
踏
ん
で
七
草
採
り
に
行
く

東
　
見
　
登
美
子

隙
間
な
し
感
動
く
れ
る
霜
柱

富
　
田
　
欽
　
子

初
詣
村
の
鎮
守
は
吾
ひ
と
り

富
　
田
　
多
　
蔵

手
入
れ
せ
し
松
の
緑
に
緋
の
冴
え
し

ど
う
だ
ん
つ
つ
じ
霜
月
の
庭

秋
　
山
　
愛
　
子

虫
の
音
が
絶
え
し
枯
野
に
霜
の

朝
土
に
こ
も
れ
る
若
草
の
あ
り

大
　
森
　
久
　
子

数
多
き
観
音
様
に
護
ら
れ
て
秩

父
盆
地
は
安
ら
ぎ
の
里

佐
　
川
　
あ
　
や

雄
大
な
る
「
武
甲
山
」
腹
の
岩
石
が

名
高
き
秩
父
セ
メ
ン
ト
の
原も

料と

杉
　
山
　
み
ち
こ

叔
母
と
母
を
手
押
し
車
に
共
に
乗
せ

娘
ら
は
栃
木
の
寺
々
め
ぐ
り
来

宮
　
本
　
ふ
み
江

朱あ
け

味み

垂
れ
て
ず
っ
し
り
重
き
南
天
の

房
々

ふ
さ
ぶ
さ

朝
日
に
き
ら
め
き
て
美は

し

所
　
　
　
美
恵
子

ひ
そ
や
か
に
咲
く
柊

ひ
い
ら
ぎ

は
香
り
つ

つ
白
い
小
花
を
音
な
く
散
ら
す

青

京
　
子

十
二
月
は
喪
中
の
ハ
ガ
キ
次
々
と
送

り
来
て
懐
か
し
き
人
の
死
も
あ
り

山
　
形
　
式
　
妙

帯
解
き
を
過
ぎ
て
成
人
の
日
に
到
る
孫こ

ら
抱
く
未
来
へ
の
夢
果
て
も
な
し

渡
　
辺
　
千
紗
子

幾
年
の
又
幾
年
の
正
月
も
心
新

た
に
思
い
で
深
し阿

良
山
　
ウ
メ
ノ

二
十
年
の
思
い
で
す
べ
て
過
去
と
し

て
牛え

年と

の
初
月
を
筆
に
託
し
て

仲
　
田
　
こ
　
う

温
泉
に
友
と
楽
し
く
旅
す
夜
は

ゆ
た
か
な
お
湯
に
身み

心ご
こ
ろ

癒
す

岩
　
下
　
美
知
野

天
を
指
す
曙
杉
の
大
木
に
初
日

の
光
温
か
く
映
え
る

鶴
　
田
　
す
　
が

冬
来
た
る
肌
さ
す
風
に
首
縮
め

若
き
日
恋
し
春
の
日
待
ち
し

市
　
川
　
義
　
子

ゆ
く
秋
を
惜
し
む
が
に
鳥
ら
空
を
舞

い
右
に
左
に
う
ず
潮
の
よ
う

枝
　
　
　
不
　
美

昭
和
の
期
に
「
ガ
リ
版
刷
り
」
せ
し
学
級

文
集
出
で
来
ぬ
吾
に
は
類
な
き
文
化
財

片
　
見
　
和
　
枝

人
の
世
の
客
人

ま
ろ
う
ど

わ
れ
は
余
生
い
ま
四
季

の
移
ろ
ひ
に
魅
せ
ら
れ
て
を
り

川
　
上
　
千
代
子

天
城
峠
越
え
行
く
か
な
た
伊
豆
の
海
原

う

み

晩
秋

お
そ
あ
き

の
陽
に
光て

り
て
た
ゆ
と
う

島
　
　
　
愛
　
子

辻
に
座
せ
る
子
を
抱
き
た
る
道
祖
神
辛

う
じ
て
読
め
る
享
保
な
る
文
字

多
　
田
　
志
保
子

夫つ
ま

が
一
生

ひ

と

よ

か
け
に
し
生
業

な
り
わ
い

を
引
き
受

け
て
吾
は
守
り
ぬ
息
子
夫
婦
と

坪
　
井
　
き
よ
子

紅
白
の
水
引
き
草
を
部
屋
に
活
け
生あ

れ
た
る
孫
に
と
良
き
名
考
う

萩
　
谷
　
登
喜
子

冷
え
込
み
の
厳
し
き
日
な
れ
ば
母
訪

ね
灯
油
入
れ
や
る
寒
さ
は
怖
い
と
う

冨
　
田
　
佐
智
子

こ
の
景
気
縞
の
財
布
も
か
た
く
な
り

青
　
木
　
新
三
郎

反
骨
で
い
つ
で
も
迫
る
野
党
側

永
　
井
　
英
　
陽

池
の
端
子
白
鳥
で
も
え
さ
を
と
る

中
　
島
　
芳
　
春

こ
の
笑
顔
こ
れ
が
う
れ
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

山
　
本
　
隆
　
荘

勤
務
内
容

庁
舎
内
外
の
清
掃
及
び
庁
舎
管
理
等

募
集
人
員

１
人

応
募
資
格

心
身
と
も
に
健
康
で
明
朗
・
活
発
な
方

次
の
①
〜
③
の
欠
格
事
項
に
該
当
し
な
い
方

①
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人
（
準
禁
治
産
者
を

含
む
。）

②
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る

ま
で
ま
た
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る

ま
で
の
方

③
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
、
日
本
国
憲

法
ま
た
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊

す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成

し
、
ま
た
は
こ
れ
に
加
入
し
た
方

雇
用
期
間

平
成
21
年
４
月
１
日
〜
22
年
３
月
31
日

勤
務
時
間

原
則
と
し
て
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
（
祝
日
、
年

末
年
始
を
除
く
）。
１
日
あ
た
り
実
働
８
時
間

※
詳
細
は
、
口
述
試
験
の
際
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

賃

金

等

日
額
６
、
０
０
０
円（
社
会
保
険
・
有
給
休
暇
制
度
等
有
）

応
募
方
法

左
記
の
書
類
を
総
務
課
に
郵
送
ま
た
は
直
接
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

①
市
販
の
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

②
医
療
機
関
の
発
行
す
る
健
康
診
断
書
（
平
成
20
年
度

中
に
町
や
職
場
等
で
健
康
診
断
を
受
け
た
方
は
、
そ

の
写
し
）

応
募
期
間

２
月
２
日

〜
23
日

（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

選
　
　
考

口
述
試
験
（
３
月
上
旬
予
定)

申
込
先
・
問
合
せ

総
務
課

０
２
９
―
２
８
８
―
３
１
１
１
（
内
線
２
１
５
）

町
嘱
託
職
員（
清
掃
用
務
員
）を

募
集
し
ま
す
！

※
「
町
長
の
一
言
」
は
休
載
し
ま
す
。

訂
正広

報
し
ろ
さ
と
１
月
号
14
頁
、

田
所
厚
子
さ
ん
の
俳
句
は
、

「
ふ
く
ら
雀
電
線
に
居
て
鳴
か
ぬ

な
り
」

の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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1月の新着図書から

▼聖女の救済／東野圭吾／
文芸春秋▼女神記／桐野夏
生／角川書店▼真庭語／西
尾維新／講談社▼伴天連の
呪い／逢坂剛／文芸春秋▼
女王蘭／新堂冬樹／祥伝社
▼革命のライオン／佐藤賢
一／集英社▼あしたの虹／
ぱーぷること瀬戸内寂聴／
毎日新聞社▼オリンピック
の身代金／奥田英朗／角川
書店▼人情屋横丁／山本一
力／角川春樹事務所▼嘘つ
き娘／マウゴジャタ・ムシ
ェロヴィチ／未知谷▼神の
小屋／ウィリアム・ポー
ル・ヤング／サンマーク出
版▼100歳になった介助
犬／藤原嗣治／ポプラ社▼
農家が教える自給農業のは
じめ方／中島正／農山漁村
文化協会▼人間の覚悟／五
木寛之／新潮社▼奇跡のリ
ンゴ／石川拓治／幻冬舎▼
EeePC究極カスタマイズ読
本／インフォレスト▼1日
15分！会計最速勉強法／平
林亮子／フォレスト出版▼
赤 毛 の ア ン の 手 作 り
BOOK／パッチワーク通信
社▼宇宙論入門／佐藤勝
彦／岩波書店▼石井訓／光
文社▼英語の発音がよくな
る本／巽一朗／中経出版▼
起きていることはすべて正
しい／勝間和代／ダイヤモ
ンド社▼男の掃除／佐光紀
子／日経BP社▼ダブルス
で勝つ！ソフトテニス上達
のコツ５０／小野

カレンダー 2・3月
日 月 火 水 木 金 土

2/1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

3/1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

復本一郎
成美堂出版

牟田静香
講談社

エイ出版社

沢木耕太郎
新潮社

旅
す
る
力

人
が
集
ま
る
！
行
列
が
で
き
る
！

講
座
、
イ
ベ
ン
ト
の
作
り
方

「
深
夜
特
急
」
で
は
書
か
れ
な
か

っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
旅
に
出
る
ま

で
の
経
緯
、
沢
木
耕
太
郎
が
で
き
る

ま
で
と
も
言
う
べ
き
デ
ビ
ュ
ー
直
後

の
秘
話
な
ど
、
旅
に
関
す
る
文
章
の

総
決
算
！

申
し
込
み
殺
到
！
な
ぜ
？
講
座

申
し
込
み
率
３．

３
倍
を
誇
る
「
ヒ

ッ
ト
企
画
」
の
仕
掛
け
人
が
、
行
列

の
で
き
る
講
座
・
イ
ベ
ン
ト
の
作
り

方
、
思
わ
ず
手
に
取
る
チ
ラ
シ
の
作

り
方
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
徹
底
解
説
す

る
。

天童荒太
文芸春秋

津島佑子
講談社

あ
ま
り
に
野
蛮
な
上
・
下

悼
む
人

女
は
陸
の
世
界
に
お
び
え
、
つ
ぶ

や
く
。
わ
た
し
は
死
な
な
い
。
わ
た

し
は
生
き
つ
づ
け
る
―
。
台
湾
に
暮

ら
し
た
日
本
女
性
が
綴
っ
た
手
紙
と

日
記
。
70
年
の
時
を
経
て
甦
る
、
ふ

た
り
の
女
性
の
愛
の
人
生
。

全
国
を
放
浪
し
、
死
者
を
悼
む
旅
を

続
け
る
坂
築
静
人
。
彼
を
巡
り
、
夫
を

殺
し
た
女
、
人
間
不
信
の
雑
誌
記
者
、

末
期
癌
の
母
ら
の
ド
ラ
マ
が
繰
り
広
げ

ら
れ
る
。
聖
者
な
の
か
、
偽
善
者
か
？

「
悼
む
人
」
は
、
誰
な
の
か
？
７
年
の

歳
月
を
費
や
し
た
長
編
小
説
。

足
裏
セ
ル
フ
ケ
ア

も
っ
と
足
裏
を
意
識
し
て
、
健
康
美

人
を
目
指
そ
う
。
足
裏
か
ら
健
や
か
な

心
身
に
導
い
て
く
れ
る
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ

ジ
ー
を
基
礎
か
ら
わ
か
り
や
す
く
紹

介
。
痛
さ
が
快
い
台
湾
式
や
、
足
裏
デ

ト
ッ
ク
ス
メ
ニ
ュ
ー
、
フ
ッ
ト
ト
ラ
ブ

ル
の
基
礎
知
識
な
ど
も
掲
載
。

検
索
バ
カ

思
考
が
検
索
に
、
言
葉
が
情
報
に
劣

化
し
て
い
く
現
代
。
さ
ら
に
「
空
気
を

読
め
」
と
い
う
同
調
圧
力
が
、
自
立
し

た
思
考
を
奪
っ
て
い
る
。
私
た
ち
は

「
考
え
る
力
」
を
再
生
で
き
る
の
か
。

一
個
人
と
し
て
、
世
の
中
を
生
き
抜
く

思
索
力
と
は
な
に
か
を
考
え
る
。

火～金　10:00～18:00
土・日　10:00～17:00
■休館日
○おはなし会 11:00から

『
桂
雛
と
い
ば
ら
き
デ
ザ
イ
ン
フ

ェ
ア
２
０
０
８
』
開
催
の
ご
案
内

郷
土
資
料
館
の
季
節
展
示
と
し

て
恒
例
と
な
っ
て
い
る
県
指
定
郷

土
工
芸
品
「
桂
雛
」
。
今
年
は

「
い
ば
ら
き
デ
ザ
イ
ン
セ
レ
ク
シ

ョ
ン
２
０
０
８
」
と
併
せ
て
展
示

し
ま
す
。

「
い
ば
ら
き
デ
ザ
イ
ン
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
は
、
茨
城
県
内
で
開

発
・
生
産
さ
れ
た
商
品
や
活
動
等

で
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
高
く
優

れ
た
デ
ザ
イ
ン
性
を
有
す
る
も
の

等
を
選
定
し
、
表
彰
・
推
奨
す
る

県
の
実
施
事
業
で
す
。
桂
雛
は
そ

の
美
し
さ
が
高
く
評
価
さ
れ
、
同

事
業
で
平
成
18
年
に
特
別
賞
を
受

賞
、
そ
の
後
も
連
続
し
て
選
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

桂
雛
と
と
も
に
今
年
度
選
定
さ

れ
た
優
秀
事
例
を
パ
ネ
ル
や
製
品

で
ご
紹
介
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

■
会
期

２
月
24
日

〜
３
月
18
日

■
協
力

小
佐
畑
人
形
店

茨
城
県
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
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町の人口 1月1日現在

人　数 前月比

人口 22,232人 －36

男 10,856人 －10

女 11,376人 －26

世帯 7,386世帯 ＋ 7

今月の納税等
固 定 資 産 税（4期）
国民健康保険税（9期）
介 護 保 険 料（6期）
後期高齢者医療保険料（8期）
上・下水道使用料金 (1月分)
住 宅 使 用 料（2月分）

納期限：3月2日
納税には、簡単で便利な口
座振替をご利用ください

２月13日生まれ

お兄ちゃんが大好きな稜ち
ゃん。２人とも元気に仲良
く育ってね

大
内
　
稜
太

り
ょ
う
た

く
ん
（
石
塚
）

父
・
竜
也
さ
ん
　
母
・
晶
子
さ
ん

２月20日生まれ

毎日コウちゃんスマイルに癒され
ています いつまでも元気いっぱ
いその笑顔を忘れないでね　 ！！

檜
山
　
倖
汰

こ
う
た

く
ん
（
那
珂
西
）

父
・
康
博
さ
ん
　
母
・
理
佳
さ
ん

２月21日生まれ

いつも笑顔の凜ちゃん。
我が家の宝物です お姉
ちゃんと仲良く育ってね

中
島
　
凜り

ん

ち
ゃ
ん
（
石
塚
）

父
・
光
次
さ
ん
　
母
・
美
智
子
さ
ん

２月２日発行

消
防
出
初
式

町
の
消
防
団
の
士
気
を
高
め
、
災
害
の
無
い
平
穏
な
一
年
を
祈
念
す
る
、
新
春
恒
例
の
消
防

出
初
式
が
、
１
月
11
日

、
常
北
中
学
校
校

庭
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

澄
み
わ
た
る
青
空
の
も
と
、
約
４
５
０
人

の
消
防
団
員
が
分
列
行
進
を
披
露
。
そ
の
勇

姿
か
ら
は
団
員
一
人
ひ
と
り
の
防
火
防
災
へ

の
新
た
な
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
石
崎
団
長
の
訓
示
、
金
長
町

長
の
式
辞
が
述
べ
ら
れ
、
そ
の
後
、
消
防
活

動
に
功
績
・
功
労
の
あ
っ
た
団
員
や
分
団
、

１
６
０
人
・
１
団
・
６
分
団
に
そ
れ
ぞ
れ
表

彰
状
・
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

「
宝
く
じ
助
成
事
業
」
で

防
災
資
機
材
を
整
備

勝
見
沢
区
で
は
、

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

実
施
す
る
「
平
成
20
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
（
宝
く
じ
助
成
事
業
）」
の
「
自
主
防
災

組
織
育
成
助
成
事
業
」
に
よ
る
助
成
金
の
交
付

を
受
け
て
、
防
災
資
機
材
を
整
備
し
ま
し
た
。

同
区
で
は
、
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち

で
守
る
と
い
う
意
識

の
も
と
、
昨
年
度
に

自
主
防
災
組
織
を
設

立
し
、
自
主
的
な
防

災
活
動
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
今
後
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
の
推
進
に

一
層
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。


